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第 1 章

最初にお読みください

Cisco IOS XE 16 に関する重要な情報

Cisco IOS XE Release 3.7.0E（Catalystスイッチング用）および Cisco IOS XE Release 3.17S（アク
セスおよびエッジルーティング用）から、2つのリリースは単一バージョンのコンバージドリ
リースCisco IOSXE16に進化（マージ）しています。これにより、スイッチングおよびルーティ
ングポートフォリオにおける広範なアクセス製品およびエッジ製品を 1つのリリースでカバー
します。

技術構成ガイドにある機能情報の表には、その機能がいつ導入されたかが記載されています。

その機能で他のプラットフォームがいつサポートされるようになったかについては、記載され

ている場合とされていない場合があります。特定の機能がご使用のプラットフォームでサポー

トされているかどうかを確認するには、製品のランディングページに掲載されている技術構

成ガイドを参照してください。ご使用の製品のランディングページに技術構成ガイドが表示

されていれば、機能はそのプラットフォームでサポートされていることを意味します。

（注）
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第 2 章

Cisco Flexible Netflow を使用するための
Application Visibility and Control の設定

初版：2011年 7月 22日

このガイドには、Cisco Application Visibility and Control機能に関する情報が記載されています。
また、Cisco Application Visibility and Control機能の設定方法に関する情報も含まれています。

このガイドには、本機能を設定するための基本情報が含まれています。高度な設定について

は、その他の参考資料, （11ページ）を参照してください。
（注）

• 設定手順の新しい場所, 3 ページ

• 機能情報の確認, 4 ページ

• Cisco Application Visibility and Controlの前提条件, 4 ページ

• Cisco Application Visibility and Controlの制限, 5 ページ

• Application Visibility and Controlについて, 5 ページ

• Cisco Application Visibility and Controlの設定方法, 11 ページ

• その他の参考資料, 11 ページ

• ワイヤレス LANでの AVCのサポートに関する機能情報, 13 ページ

• 用語集, 13 ページ

設定手順の新しい場所
このガイドは、Cisco AVC Solution Guide for IOS XE Release 3.9Sにある AVCソリューションガイ
ドに置き換えられました。
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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

Cisco Application Visibility and Control の前提条件
•「Cisco IOS NetFlow Overview」
（http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/netflow/configuration/guide/ios_netflow_ov.html）の内容を
十分に理解しておく必要があります。

•「Applying QoS Features Using the MQC」
（http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/qos/configuration/guide/qos_mqc.html）に記載されている
Modular QoSについての情報を十分に理解しておく必要があります。

•「Classifying Network Traffic Using NBAR in Cisco IOS XE Software」
（http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/ios_xe/qos/configuration/guide/clsfy_traffic_nbar_xe.html）
の内容を十分に理解しておく必要があります。

•「Cisco IOS Quality of Service Solutions Command Reference」
（http://www.cisco.com/en/US/products/ps11174/prod_command_reference_list.html）の内容を十
分に理解しておく必要があります。

•「Cisco Application Visibility and Control Collection Manager User Guide」
（http://www.cisco.com/en/US/products/ps6153/products_user_guide_list.html）の内容を十分に理
解しておく必要があります。

• IPv4ルーティングを行えるように Cisco ASR 1000シリーズルータを設定する必要がありま
す。

Cisco IOS Flexible NetFlowのその他の関連資料については、その他の参考資料, （11ページ）
を参照してください。

（注）
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Cisco Application Visibility and Control の制限
• Cisco Application Visibility and Control機能はバージョン 9フォーマットでのエクスポートの
みをサポートしています。

Application Visibility and Control について

Application Visibility and Control ネットワークのコンポーネント
ここでは、Application Visibility and Controlネットワークに含まれる次の内部コンポーネントおよ
び外部コンポーネントについて説明します。

•内部コンポーネント（Cisco ASR 1000シリーズルータ上で稼働）

• Cisco Network-Based Application Recognition

• Cisco Modular QoS

•帯域幅制御

• Cisco NetFlow v9

• Cisco IOS Flexible NetFlowのトラフィックレコード

•外部コンポーネント（Cisco ASR 1000シリーズルータとは別のプラットフォーム上で稼働）

• Cisco Collection Manager

• Cisco Insight v3

Application Visibility and Control コンフィギュレーションガイド
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次に、Cisco Application Visibility and Controlソリューションのコアコンポーネントを示します。

図 1：Cisco ASR 1000 Application Visibility and Control ネットワークのコンポーネント

Cisco Network-Based Application Recognition
CiscoNBARはネットワークのプロトコル検出を可能にするソリューションです。プロトコル検出
とは、特定のネットワークフローが特定のアプリケーションから発信されたものであることを確

認するプロセスです。このプロセスは、ペイロードシグニチャマッチング、動作に基づく分類、

レイヤ 7パラメータに基づく分類など、（プロトコルサブ分類とも呼ばれる）さまざまな技術を
利用して実行されます。フローが検出されると、プロトコル IDが割り当てられます。その後、こ
のプロトコル IDに基づき、各フローに属すパケットに最適な処理が決定されます。

Cisco Modular QoS
CiscoASR1000ApplicationVisibility andControlModularQoSソリューションでは標準のCiscoModular
QoS（MQC）が使用されます。MQCはこのソリューションで必要となるアプリケーション別のポ
リシーを作成するために使用されます。

帯域幅制御

Cisco Application Visibility and Controlは、事前に設定されたアプリケーション分類構造を使用して
帯域幅をグローバルに制御するソリューションです。この分類構造には、カテゴリ（ブラウジン

グなど）、サブカテゴリ（ストリーミングなど）、アプリケーショングループ（Flashグループな
ど）、アプリケーション（YouTubeなど）が含まれます。サービスプロバイダーはこのように帯

   Application Visibility and Control コンフィギュレーションガイド
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域幅を制御することで、トラフィッククラスごとに適切な帯域幅使用量ポリシーを設定すること

ができます。帯域幅の優先順位はプラットフォームポリシーに基づいて決定されます。

帯域幅制御の設定例については、「CiscoModular QoS（MQC）の設定例」を参照してくださ
い。

（注）

Cisco NetFlow v9
Cisco NetFlowエクスポートフォーマットバージョン 9は、ネットワークノードからコレクタに
NetFlowレコードを送信するための柔軟で拡張性のある手段です。NetFlowバージョン 9には定義
可能なレコードタイプが用意されています。また、自己記述型で、NetFlowCollection Engineの設
定を容易にします。

Cisco IOS Flexible NetFlow のトラフィックレコード
Cisco IOS Flexible NetFlowは Cisco ASR 1000シリーズルータのインフラストラクチャを利用して
アプリケーションを可視化します。Flexible NetFlowからエクスポートされるデータは Flexible
NetFlowレコードと呼ばれます。これらのレコードでは NetFlowバージョン 9フォーマットが使
用されます。Flexible NetFlowレコードには使用レコードとトランザクションレコードの 2種類が
あります。

Application Visibility and Control コンフィギュレーションガイド
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次の図に、トランザクションレコードと使用レコードで使用されるパケットフィールドを示しま

す。赤いフィールドはキーフィールドです。

図 2：トランザクションレコードと使用レコードのパケットフィールド

以降のセクションで、これら 2種類の Flexible NetFlowレコードについて説明します。

外部コンポーネント

これらのソリューションコンポーネントは、Cisco ASR 1000シリーズルータから物理的に独立し
たプラットフォーム上に存在します。
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Cisco Collection Manager

Cisco Collection Managerはサーバで実行される一連のソフトウェアモジュールです。これらのモ
ジュールはFlexibleNetFlowレコードを受信して処理します。処理されたレコードはCiscoCollection
Managerデータベースに保存されます。データベースはサーバ上に作成することも外部に作成す
ることもできます。

Cisco Collection Managerの詳細については、『Cisco Application Visibility and Control Collection
Manager User Guide』を参照してください。

Cisco Insight v3

Cisco Insight v3はレポート作成用のプラットフォームソフトウェアです。このソフトウェアは
Collection Managerデータベースから抽出されたフォーマット済みデータを処理します。このソフ
トウェアでは、トラフィックに関するカスタマイズ済みのレポート、グラフ、統計情報などを出

力できます。Cisco Insight v3はブラウザからアクセス可能なWeb 2.0アプリケーションです。

Cisco Insight v3の詳細については、『Cisco Insight v3 User Guide』を参照してください。

Cisco Application Visibility and Control の Cisco NBAR メモリに関する情
報

Cisco NBARは Cisco Application Visibility and Controlに不可欠な構成要素です。全般に、Cisco
NBARはQoSおよびポリシー処理を改善することによりアプリケーションのパフォーマンスを向
上させ、特定のネットワークフローが特定のアプリケーションから発信されていることを確認す

ることにより、どのアプリケーションがネットワークを使用しているかを可視化します。この処

理ではさまざまな技術が使用されます。フローが検出されると、プロトコル IDが割り当てられま
す。その後、このプロトコル IDに基づき、各フローに属すパケットに最適な処理が決定されま
す。

CiscoApplicationVisibility andControlはNBARフローテーブルにフローごとの情報を保存します。
処理の対象になるのは、フローテーブル内でセッションがアクティブになっているフローのみで

す。フローテーブル内のフローの数は、Cisco ASR 1000シリーズルータのパフォーマンスとキャ
パシティに影響を与えます。この問題に対応するために、ルータに搭載されているメモリの容量

に応じてメモリの使用量を設定することができます。

また、固定のメモリ制限もあります。これは Cisco Application Visibility and Control以外の機能に
よってフローテーブルにメモリが割り当てられたときに Cisco ASR 1000シリーズルータの負荷
が急激に増加しないようにすることを目的としたものです。固定のメモリ制限に達すると、Cisco
ASR 1000シリーズルータでサポートされる Cisco Application Visibility and Controlフローの数が設
定値以下に制限されます。

デフォルトのフロー数と最大フロー数、および固定のメモリ制限を次の表に示します。これらの

値は、CiscoASR1000シリーズルータに搭載されているエンベデッドサービスプロセッサ（ESP）
のタイプごとに異なります。ESPのタイプを確認するには、お使いのルータの仕様を参照してく
ださい。

Application Visibility and Control コンフィギュレーションガイド
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表 1：ESP ごとの最大フロー数とデフォルトのフロー数

メモリ上限（MB）
（プラットフォームの

メモリ容量の 70%）

デフォルトのフロー数最大フロー数エンベデッドサービス

プロセッサ

179500,000750,000ESP5

3581,000,0001,650,000ESP10

7161,000,0003,500,000ESP20

7161,000,0003,500,000ESP40

Cisco Modular QoS（MQC）に関する情報
標準の Cisco Modular QoS（MQC）は Cisco Application Visibility and Controlに制御機能を提供しま
す。各ネットワークに固有のソリューションを導入するにはCiscoQoSの経験が必要になります。

• MQCで QoSを設定する方法については、『QoS Modular QoS Command-Line Interface
ConfigurationGuide』の「ApplyingQoS Features Using theMQC」モジュールを参照してくださ
い。

• Cisco QoSの設定については、『QoS: Classification Configuration Guide』を参照してくださ
い。

Cisco Application Visibility and Controlを使用するための Cisco QoSの基本設定には次の作業が含ま
れます。

•ユーザ定義のサブアプリケーション IDまたはアクセスコントロールリスト（ACL）を設定
する。

•アプリケーション IDまたはカテゴリ/属性を使用してポリシーの適用に必要なクラスを定義
する。

•モニタリングのアクションを定義する。

◦ Cisco Application Visibility and Controlの使用レコードとトランザクションレコードを定
義する。詳細については、CiscoApplicationVisibility andControlの設定に関するセクショ
ンを参照してください。

◦インターフェイスまたはクラスマップにレコード生成を直接付加する。

• QoSポリシーを定義する。

•モニタリングポリシーを定義する。

◦レポート作成用のポリシーマップを作成する。
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Cisco Application Visibility and Control の設定方法

設定手順の新しい場所

このガイドは、Cisco AVC Solution Guide for IOS XE Release 3.9Sにある AVCソリューションガイ
ドに置き換えられました。

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS NetFlow Command Reference』NetFlowコマンド

『Cisco IOS NetFlow Overview』Cisco IOS NetFlowの概要

『Cisco IOS NetFlow Features Roadmap』『Cisco IOSNetFlowコンフィギュレーションガ
イド』に記載されている機能のリスト

『Getting Started with Configuring NetFlow and
NetFlow Data Export』

NetFlowおよび NetFlowデータエクスポートの
設定に必要な作業の最小限の情報

『Configuring NetFlow and NetFlowData Export』ネットワークトラフィックデータをキャプチャ

し、エクスポートするためのNetFlowの設定作
業

『Configuring NetFlow Multicast Accounting』NetFlowマルチキャストサポートの設定作業

『Detecting and Analyzing Network Threats With
NetFlow』

NetFlowを使用したネットワーク脅威の検出と
分析の作業

「Applying QoS Features Using the MQC」Cisco MQCを使用するための作業

『Quality of Service Solutions ConfigurationGuide』Cisco QoSを設定するための作業

『Classifying Network Traffic Using NBAR in Cisco
IOS XE Software』

Cisco NBARを設定するための作業

『Cisco IOS Quality of Service Solutions Command
Reference』

NBARコマンド
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標準

タイトル標準

—この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

この機能向けに新しく作成されたMIBはあり
ません。

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

なし

RFC

タイトルRFC

—この機能でサポートが追加または変更された

RFCはありません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html右の URLにアクセスして、シスコのテクニカ
ルサポートを最大限に活用してください。これ

らのリソースは、ソフトウェアをインストール

して設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために使

用してください。このWebサイト上のツール
にアクセスする際は、Cisco.comのログイン ID
およびパスワードが必要です。
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ワイヤレス LAN での AVC のサポートに関する機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 2：ワイヤレス LAN での AVC のサポートに関する機能情報

機能情報リリース機能名

ワイヤレスネットワーク向け

のCisco Application Visibility and
Control（AVC）ソリューション
は、ディープパケットインス

ペクション（DPI）を使用して
1000種類以上のビジネス向け
（またはコンシューマ向け）ア

プリケーションを識別します。

次に示すコマンドは、この章に

記載されている機能において、

新たに導入または変更されたも

のです。

• flow record record_name

• flow exporter
flow_exporter_name

• flow monitor
flow_monitor_name

ワイヤレスLANでのAVCのサ
ポート

用語集
アプリケーション ID：アプリケーション IDはレイヤ 2からレイヤ 7までのアプリケーションに
適用される一意の定義です。プロトコル IDとも呼ばれます。

アプリケーション認識：アプリケーション IDで終わるフローの分類。ステートレスまたはステー
トフルで実行できます。アプリケーション検出とも呼ばれます。
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アプリケーションセッション：特定のプロトコルまたはアプリケーションに関連付けられたフ

ローはセッションと呼ばれます。通常、セッションはユーザがログインしてからログアウトする

まで続き、特定のサブスクライバの複数のフローが1つのセッションに含まれる場合もあります。

BiFlow：BiFlowは、エンドポイント間の順方向および逆方向に関連付けられた一連のパケットで
構成されます。フルフローまたは双方向フローとも呼ばれます。RFC5101を参照してください。

Cisco Collection Manager：Cisco Collection Managerはサーバで実行される一連のソフトウェアモ
ジュールです。このモジュールは NetFlowレコードを受信して処理します。処理されたレコード
は Cisco Collection Managerデータベースに保存されます。データベースはサーバ上に作成するこ
とも外部に作成することもできます。

Cisco Insight v3：Cisco Insight v3はレポート作成用のプラットフォームソフトウェアです。このソ
フトウェアはCollectionManagerデータベースから抽出されたフォーマット済みデータを処理しま
す。このソフトウェアでは、トラフィックに関するカスタマイズ済みのレポート、グラフ、統計

情報などを出力できます。Cisco Insight v3はブラウザからアクセス可能なWeb 2.0アプリケーショ
ンです。

フロー：任意の送信元と宛先の間の双方向のパケットのストリーム。送信元と宛先は、ネットワー

ク層の IPアドレスとトランスポートレイヤの送信元および宛先のポート番号によってそれぞれ定
義されます。

MQC：Modular QoS CLI。トラフィックポリスを作成し、それらをインターフェイスに付加する
ことができる CLI構造です。1つのトラフィックポリシーには、1つのトラフィッククラスと 1
つ以上の QoS機能が含まれます。トラフィックポリシー内にある QoS機能により、分類後のト
ラフィックの処理方法が決定されます。

NBAR 2：Network-Based Application Recognition 2の略称。Cisco IOSソフトウェアの分類エンジン
です。TCPまたは UDPのポート番号を動的に割り当てるWebベースのアプリケーションやクラ
イアント/サーバアプリケーションなど、多種多様なアプリケーションを認識します。アプリケー
ションが認識された後は、そのアプリケーションの特定のサービスをネットワークで使用できま

す。NBARは、Cisco Content Networkingアーキテクチャの重要な要素であり、QoS機能と連動し
て、ネットワーク帯域幅の効率的な利用を可能にします。

NetFlow：フロー単位で情報を管理する Cisco IOSのセキュリティおよびアカウンティング機能。

NetFlowサンプラー：少なくとも 1つの物理インターフェイスまたはサブインターフェイスに適
用されている NetFlowサンプラーマップ内で定義された特性のセット。

NetFlowサンプラーマップ：NetFlowサンプリング用の特性（サンプリングレートなど）のセッ
トの定義。

NetFlow v9：NetFlowエクスポートフォーマットのバージョン 9。ネットワークノードからコレ
クタに NetFlowレコードを送信するための柔軟で拡張可能な手段です。NetFlowバージョン 9に
は定義可能なレコードタイプが用意されています。また、自己記述型で、NetFlowCollectionEngine
の設定を容易にします。

ToS：タイプオブサービス（ToS）。特定のデータグラムに必要な Quality of Serviceを示す、IP
ヘッダーの 2番めのバイトです。

トランザクション：エンドポイント間で行われる一連の論理的データ交換。典型的なトランザク

ションの例は、同じフロー内で行われる一連の HTTP GETトランザクション（トランザクション
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ごとに異なる URLを取得する処理）です。通常、1つのフローには 1つのトランザクションがあ
ります。

UniFlow：UniFlowは、1つのエンドポイントから別のエンドポイントに送信される一連のパケッ
トで構成されます。ハーフフローまたは単方向フローとも呼ばれます。RFC5101を参照してくだ
さい。

Application Visibility and Control コンフィギュレーションガイド
15

Cisco Flexible Netflow を使用するための Application Visibility and Control の設定
用語集



   Application Visibility and Control コンフィギュレーションガイド
16

Cisco Flexible Netflow を使用するための Application Visibility and Control の設定
用語集



第 3 章

Easy Performance Monitor

この章では、ApplicationVisibility andControl（AVC）を使用できるようにEasy PerformanceMonitor
（ezPM）を設定する方法について説明します。

• 機能情報の確認, 17 ページ

• Easy Performance Monitorに関する情報, 18 ページ

• Easy Performance Monitorの設定方法 , 20 ページ

• Easy Performance Monitorの設定例, 22 ページ

• その他の参考資料, 34 ページ

• Easy Performance Monitorの機能情報, 34 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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Easy Performance Monitor に関する情報

Easy Performance Monitor
Easy PerformanceMonitor（Easy perf-monまたは ezPM）機能を使用すると、モニタをすばやくプロ
ビジョニングすることができます。この新しいメカニズムを利用すると、モニタのプロビジョニ

ングに従来使用していた方法に影響を与えることなく新機能を導入することができます。

EzPMでは従来の perf-mon設定モデルに備わっていた柔軟性を完全には利用できませんが、一般
的な導入シナリオに適したさまざまなプロファイルが用意されています。プロファイルを選択し

ていくつかのパラメータを指定するだけで、残りのプロビジョニング情報は ezPMにより自動的
に設定されます。

プロファイル

プロファイルは一連の定義済みトラフィックモニタ（デフォルトのトラフィックモニタを含む）

で構成され、これらのトラフィックモニタはコンテキストごとにイネーブルまたはディセーブル

にすることができます。また、プロファイルには、エクスポータテンプレートも含まれていま

す。設定には次のプロファイルを使用できます。

• Application Experience

• Application Statistics

トラフィックモニタ

トラフィックモニタでは（フローレコード、フローモニタ、サンプラー、およびモニタメトリッ

クを含む）perf-monポリシーと、そのポリシーを有効にするトラフィックの分類があらかじめ定
義されています。

各トラフィックモニタには変更可能なパラメータがあります。トラフィックモニタを設定する

と、変更可能なパラメータに基づくキーワードが CLIに表示されます。

Application Experience プロファイルのトラフィックモニタ
Application Experienceプロファイルでは、次のメトリックを設定できます。

• TCPトラフィックのアプリケーション応答時間（ART）メトリックとカウンタ

• DNSおよび DHTプロトコルのアプリケーションレベルのカウンタ

• IPトラフィックのカンバセーションレベルのカウンタ

• RTPおよび TelePresenceメディアトラフィックのメディアメトリックとカウンタ
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•サンプリングされた HTTPトラフィックの URL情報、ARTメトリック、およびカウンタ。

トラフィックモニタのメトリックごとにキャッシュあたりのフローエントリ数を設定し、デフォ

ルトのトラフィック分類処理を削減し、IPv4および IPv6トラフィックに対してトラフィックモ
ニタをアクティブにすることができます。メディアメトリックについては、入力方向と出力方向

の両方でトラフィックモニタを有効にすることもできます。

Application Statistics プロファイルのトラフィックモニタ
Application Statisticsプロファイルでは、次のトラフィックモニタを設定に使用できます。

• application-client-server-stats

• application-stats

Application Statisticsプロファイルではアプリケーションの統計情報のみを収集でき、パフォーマ
ンスの統計情報は収集できません。これらのモニタは IPv4トラフィックと IPv6トラフィックの
両方で使用できます。モニタには application-client-server-statsまたは application-statsを使用で
きますが、application-client-server-statsモニタのほうが application-statsよりも収集できる情報が
多くなっています。

コンテキスト

コンテキストは、インターフェイスの入力方向と出力方向の両方に付加されるPerformanceMonitor
ポリシーマップに相当します。コンテキストには、イネーブルにする必要があるトラフィックモ

ニタに関する情報が含まれています。インターフェイスにコンテキストが付加されると 2つのポ
リシーマップが作成され、入力方向と出力方向にそれぞれ 1つずつ適用されます。トラフィック
モニタで指定されている方向に基づいてポリシーマップが付加されるとトラフィックの監視が開

始されます。コンテキストを編集して定義済みの方向を変更することもできます。

また、1つのプロファイルをベースに、トラフィックモニタ、エクスポータ、パラメータなどを
変更して、選択したトラフィックモニタごとに複数のコンテキストを作成することもできます。

1つの ezPMコンテキストを複数のインターフェイスに付加することもできます。

1つインターフェイスには、合計 4つのコンテキストに対し、最大で 1つのアプリケーションエ
クスペリエンスプロファイルコンテキスト、および 3つのアプリケーション統計プロファイル
コンテキストを付加することができます。

ezPMコンテキストは、インターフェイスに付加されていない場合にのみ変更することができま
す。インターフェイスからコンテキストを削除するには、no performance monitor context
context-nameコマンドを使用します。
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Easy Performance Monitor の設定方法

Easy Performance Monitor の設定

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. performance monitor context context-name profile profile-name
4. exporter destination {hostname | ipaddress} source interface interface-type number [port port-value

transport udp vrf vrf-name]
5. （任意）その他のエクスポータを設定するには、ステップ 4を繰り返します。
6. traffic monitor {application-response-time | application-traffic-stats | conversation-traffic-stats |

media [egress | ingress] | url} [cache-sizemax-entries] [cache-type [normal | synchronized]] [[class-and
| class-replace] class-name] [ipv4 | ipv6] [sampling-ratenumber]

7. その他のトラフィックモニタパラメータを設定するには、ステップ 6を繰り返します。
8. exit
9. interface interface-type number
10. performance monitor context context-name
11. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

Performance Monitorコンフィギュレーション
モードを開始し、Application-Experienceプロファ
イルを作成します。

performance monitor context context-name profile
profile-name

例：

Device(config)# performance monitor context
perf-mon-test profile application-experience

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

エクスポータをコンテキストに付加して、エク

スポータパラメータを設定します。

exporter destination {hostname | ipaddress} source
interface interface-type number [port port-value
transport udp vrf vrf-name]

ステップ 4   

例：

Device(config-perf-mon)# exporter destination
10.1.1.1 source interface GigabitEthernet0/0/0
port 1 transport udp vrf vpn1

—（任意）その他のエクスポータを設定するには、

ステップ 4を繰り返します。
ステップ 5   

指定したメトリックを監視するようにトラフィッ

クモニタを設定します。

traffic monitor {application-response-time |
application-traffic-stats | conversation-traffic-stats |
media [egress | ingress] | url} [cache-size max-entries]

ステップ 6   

Application-Satisticsプロファイルの場
合は class-andおよび class-replaceキー
ワードを使用できません。

（注）[cache-type [normal | synchronized]] [[class-and |
class-replace] class-name] [ipv4 | ipv6]
[sampling-ratenumber]

例：

Device(config-perf-mon)# traffic monitor media
egress cache-size 70 class-and cln ipv6

—その他のトラフィックモニタパラメータを設定す

るには、ステップ 6を繰り返します。
ステップ 7   

Performance Monitorコンフィギュレーション
モードを終了して、グローバルコンフィギュ

レーションモードを開始します。

exit

例：

Device(config-perf-mon)# exit

ステップ 8   

インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interface interface-type number

例：

Device(config)# interface gigabitethernet 0/1/0

ステップ 9   

指定した Performance Monitorコンテキストをイ
ンターフェイスに設定します。

performance monitor context context-name

例：

Device(config-if)# performance monitor context
perf-mon-test

ステップ 10   

インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを終了し、グローバルコンフィギュレーショ

ンモードに入ります。

exit

例：

Device(config-if)# exit

ステップ 11   
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Easy Performance Monitor の設定例

例：デフォルトの ART、メディア、および URL トラフィックモニタを
使用した Performance Monitor コンテキストの設定

次の例は、ART、メディア、および URLごとのトラフィックメトリックを監視するように
Performance Monitorコンテキストを設定する方法を示しています。

Device# configure terminal
Device(config)# performance monitor context perf-mon-test profile application-experience
Device(config-perf-mon)# exporter destination 10.10.1.1 source interface GigabitEthernet0/0/0
port 15 transport udp vrf in-vrf
Device(config-perf-mon)# traffic-monitor application-response-time
Device (config-perf-mon)# traffic-monitor media
Device(config-perf-mon)# traffic-monitor url
Device(config-perf-mon)# exit

例：入力方向および出力方向の IPv6 トラフィックに対してメディアメ
トリックをイネーブルにするトラフィックモニタを使用した

Performance Monitor コンテキストの設定
次の例は、入力方向および出力方向の IPv6トラフィックに対してメディアメトリックをイネーブ
ルにするトラフィックモニタを使用して PerformanceMonitorコンテキストを設定する方法を示し
ています。

Device# configure terminal
Device(config)# performance monitor context perf-mon-test profile application-experience
Device(config-perf-mon)# exporter destination 10.10.1.1 source interface GigabitEthernet0/0/0
port 15 transport udp vrf in-vrf
Device(config-perf-mon)# traffic-monitor media ingress ipv6
Device(config-perf-mon)# traffic-monitor media egress ipv6
Device(config-perf-mon)# exit

例：複数のインターフェイスでの Performance Monitor コンテキストの
設定

次の例は、複数のインターフェイスで Performance Monitorコンテキストを設定する方法を示して
います。

Device# configure terminal
Device(config)# interface gigabitethernet 0/1/0
Device(config-if)# performance monitor context perf-mon-test
Device(config-if)# exit
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Device(config)# interface gigabitethernet 0/2/0
Device(config-if)# performance monitor context perf-mon-test
Device(config-if)# exit

例：Performance Monitor コンテキストの設定が完全かどうかの確認
次の例は、すべてのトラフィックモニタを使用する PerformanceMonitorコンテキストの完全な基
本設定を示しています。この設定を使用すると、Application Experienceプロファイルの定義をコ
ンテキストに適用することによりezPMによってどのように設定が作成されるかを確認できます。

Device# show running-config performance monitor context reference

!
performance monitor context reference profile application-experience
exporter destination 5.4.3.2 source Ethernet0/0.1
traffic-monitor all
!
Device# show performance monitor context reference configuration

!===============================================================================
! Equivalent Configuration of Context reference !
!===============================================================================
!Exporters
!==========
!
flow exporter reference-1
description performance monitor context reference exporter
destination 5.4.3.2
source Ethernet0/0.1
transport udp 4739
export-protocol ipfix
template data timeout 300
option c3pl-class-table timeout 300
option c3pl-policy-table timeout 300
option interface-table timeout 300
option vrf-table timeout 300
option sampler-table timeout 300
option application-table timeout 300
option application-attributes timeout 300
option sub-application-table timeout 300
!
!Access Lists
!=============
ip access-list extended reference-conv_ipv4_tcp
permit tcp any any
!
ipv6 access-list reference-conv_ipv6_tcp
permit tcp any any
!
ip access-list extended reference-conv_ipv4_udp
permit udp any any
!
ipv6 access-list reference-conv_ipv6_udp
permit udp any any
!
ip access-list extended reference-art_ipv4_tcp
permit tcp any any
!
ipv6 access-list reference-art_ipv6_tcp
permit tcp any any
!
ip access-list extended reference-media_ipv4_udp
permit udp any any
!
ipv6 access-list reference-media_ipv6_udp
permit udp any any
!
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ip access-list extended reference-url_ipv4_tcp
permit tcp any any
!
ipv6 access-list reference-url_ipv6_tcp
permit tcp any any
!
!Class-maps
!===========
class-map match-any reference-app_ts
match protocol dns
match protocol dht
!
class-map match-any reference-conv_ts_ipv4
match access-group name reference-conv_ipv4_tcp
match access-group name reference-conv_ipv4_udp
!
class-map match-any reference-conv_ts_ipv6
match access-group name reference-conv_ipv6_tcp
match access-group name reference-conv_ipv6_udp
!
class-map match-all reference-art_ipv4
match access-group name reference-art_ipv4_tcp
!
class-map match-all reference-art_ipv6
match access-group name reference-art_ipv6_tcp
!
class-map match-any reference-media_app
match protocol telepresence-media
match protocol rtp
!
class-map match-all reference-media_ipv4_in
match access-group name reference-media_ipv4_udp
match class-map reference-media_app
!
class-map match-all reference-media_ipv4_out
match access-group name reference-media_ipv4_udp
match class-map reference-media_app
!
class-map match-all reference-media_ipv6_in
match access-group name reference-media_ipv6_udp
match class-map reference-media_app
!
class-map match-all reference-media_ipv6_out
match access-group name reference-media_ipv6_udp
match class-map reference-media_app
!
class-map match-any reference-url_app
match protocol napster
match protocol gotomypc
match protocol yahoo-messenger
match protocol tunnel-http
match protocol baidu-movie
match protocol flashmyspace
match protocol directconnect
match protocol audio-over-http
match protocol skype
match protocol video-over-http
match protocol pando
match protocol flashyahoo
match protocol msn-messenger
match protocol flash-video
match protocol webthunder
match protocol vnc-http
match protocol activesync
match protocol irc
match protocol realmedia
match protocol gmail
match protocol google-earth
match protocol gnutella
match protocol rtmpt
match protocol http
match protocol ms-update
match protocol rtsp
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match protocol http-alt
match protocol share-point
match protocol binary-over-http
match protocol ms-sms
match protocol megavideo
!
class-map match-all reference-url_ipv4
match access-group name reference-url_ipv4_tcp
match class-map reference-url_app
!
class-map match-all reference-url_ipv6
match access-group name reference-url_ipv6_tcp
match class-map reference-url_app
!
class-map match-all reference-art_url_ipv4
match class-map reference-art_ipv4
match class-map reference-url_ipv4
!
class-map match-all reference-art_url_ipv6
match class-map reference-art_ipv6
match class-map reference-url_ipv6
!
!Samplers
!=========
!Records and Monitors
!=====================
!
flow record type performance-monitor reference-app_ts_in
description ezPM record
match routing vrf input
match ipv4 version
match ipv4 protocol
match interface input
match flow direction
match application name account-on-resolution
collect ipv4 dscp
collect interface output
collect counter bytes long
collect counter packets
collect timestamp sys-uptime first
collect timestamp sys-uptime last
collect connection new-connections
collect connection sum-duration
!
!
flow monitor type performance-monitor reference-app_ts_in
record reference-app_ts_in
exporter reference-1
cache entries 1000
cache timeout synchronized 60
!
!
flow record type performance-monitor reference-app_ts_out
description ezPM record
match routing vrf input
match ipv4 version
match ipv4 protocol
match interface output
match flow direction
match application name account-on-resolution
collect ipv4 dscp
collect interface input
collect counter bytes long
collect counter packets
collect timestamp sys-uptime first
collect timestamp sys-uptime last
collect connection new-connections
collect connection sum-duration
!
!
flow monitor type performance-monitor reference-app_ts_out
record reference-app_ts_out
exporter reference-1
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cache entries 1000
cache timeout synchronized 60
!
!
flow record type performance-monitor reference-conv_ts_ipv4
description ezPM record
match routing vrf input
match ipv4 protocol
match application name account-on-resolution
match connection client ipv4 address
match connection server ipv4 address
match connection server transport port
collect ipv4 dscp
collect ipv4 ttl
collect interface input
collect interface output
collect timestamp sys-uptime first
collect timestamp sys-uptime last
collect connection new-connections
collect connection sum-duration
collect connection server counter bytes long
collect connection server counter packets long
collect connection client counter bytes long
collect connection client counter packets long
!
!
flow monitor type performance-monitor reference-conv_ts_ipv4
record reference-conv_ts_ipv4
exporter reference-1
cache entries 6250
cache timeout synchronized 60 export-spread 15
!
!
flow record type performance-monitor reference-conv_ts_ipv6
description ezPM record
match routing vrf input
match ipv6 protocol
match application name account-on-resolution
match connection client ipv6 address
match connection server transport port
match connection server ipv6 address
collect ipv6 dscp
collect ipv6 hop-limit
collect interface input
collect interface output
collect timestamp sys-uptime first
collect timestamp sys-uptime last
collect connection new-connections
collect connection sum-duration
collect connection server counter bytes long
collect connection server counter packets long
collect connection client counter bytes long
collect connection client counter packets long
!
!
flow monitor type performance-monitor reference-conv_ts_ipv6
record reference-conv_ts_ipv6
exporter reference-1
cache entries 6250
cache timeout synchronized 60 export-spread 15
!
!
flow record type performance-monitor reference-art_ipv4
description ezPM record
match routing vrf input
match ipv4 protocol
match application name account-on-resolution
match connection client ipv4 address
match connection server ipv4 address
match connection server transport port
collect ipv4 dscp
collect ipv4 ttl
collect interface input
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collect interface output
collect timestamp sys-uptime first
collect timestamp sys-uptime last
collect connection new-connections
collect connection sum-duration
collect connection delay response to-server sum
collect connection server counter responses
collect connection delay response to-server histogram late
collect connection delay network to-server sum
collect connection delay network to-client sum
collect connection client counter packets retransmitted
collect connection delay network client-to-server sum
collect connection delay application sum
collect connection delay application max
collect connection delay response client-to-server sum
collect connection transaction duration sum
collect connection transaction counter complete
collect connection server counter bytes long
collect connection server counter packets long
collect connection client counter bytes long
collect connection client counter packets long
!
!
flow monitor type performance-monitor reference-art_ipv4
record reference-art_ipv4
exporter reference-1
cache entries 2250
cache timeout synchronized 60 export-spread 15
!
!
flow record type performance-monitor reference-art_ipv6
description ezPM record
match routing vrf input
match ipv6 protocol
match application name account-on-resolution
match connection client ipv6 address
match connection server transport port
match connection server ipv6 address
collect ipv6 dscp
collect ipv6 hop-limit
collect interface input
collect interface output
collect timestamp sys-uptime first
collect timestamp sys-uptime last
collect connection new-connections
collect connection sum-duration
collect connection delay response to-server sum
collect connection server counter responses
collect connection delay response to-server histogram late
collect connection delay network to-server sum
collect connection delay network to-client sum
collect connection client counter packets retransmitted
collect connection delay network client-to-server sum
collect connection delay application sum
collect connection delay application max
collect connection delay response client-to-server sum
collect connection transaction duration sum
collect connection transaction counter complete
collect connection server counter bytes long
collect connection server counter packets long
collect connection client counter bytes long
collect connection client counter packets long
!
!
flow monitor type performance-monitor reference-art_ipv6
record reference-art_ipv6
exporter reference-1
cache entries 2250
cache timeout synchronized 60 export-spread 15
!
!
flow record type performance-monitor reference-media_ipv4_in
description ezPM record
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match routing vrf input
match ipv4 protocol
match ipv4 source address
match ipv4 destination address
match transport source-port
match transport destination-port
match transport rtp ssrc
match interface input
collect ipv4 dscp
collect ipv4 ttl
collect transport packets lost counter
collect transport rtp jitter maximum
collect interface output
collect counter bytes long
collect counter packets
collect timestamp sys-uptime first
collect timestamp sys-uptime last
collect application name
collect connection new-connections
collect transport rtp payload-type
collect transport rtp jitter mean sum
!
!
flow monitor type performance-monitor reference-media_ipv4_in
record reference-media_ipv4_in
exporter reference-1
cache entries 4000
cache timeout synchronized 60 export-spread 15
!
!
flow record type performance-monitor reference-media_ipv6_in
description ezPM record
match routing vrf input
match ipv6 protocol
match ipv6 source address
match ipv6 destination address
match transport source-port
match transport destination-port
match transport rtp ssrc
match interface input
collect ipv6 dscp
collect ipv6 hop-limit
collect transport packets lost counter
collect transport rtp jitter maximum
collect interface output
collect counter bytes long
collect counter packets
collect timestamp sys-uptime first
collect timestamp sys-uptime last
collect application name
collect connection new-connections
collect transport rtp payload-type
collect transport rtp jitter mean sum
!
!
flow monitor type performance-monitor reference-media_ipv6_in
record reference-media_ipv6_in
exporter reference-1
cache entries 4000
cache timeout synchronized 60 export-spread 15
!
!
flow record type performance-monitor reference-media_ipv4_out
description ezPM record
match routing vrf input
match ipv4 protocol
match ipv4 source address
match ipv4 destination address
match transport source-port
match transport destination-port
match transport rtp ssrc
match interface output
collect ipv4 dscp
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collect ipv4 ttl
collect transport packets lost counter
collect transport rtp jitter maximum
collect interface input
collect counter bytes long
collect counter packets
collect timestamp sys-uptime first
collect timestamp sys-uptime last
collect application name
collect connection new-connections
collect transport rtp payload-type
collect transport rtp jitter mean sum
!
!
flow monitor type performance-monitor reference-media_ipv4_out
record reference-media_ipv4_out
exporter reference-1
cache entries 4000
cache timeout synchronized 60 export-spread 15
!
!
flow record type performance-monitor reference-media_ipv6_out
description ezPM record
match routing vrf input
match ipv6 protocol
match ipv6 source address
match ipv6 destination address
match transport source-port
match transport destination-port
match transport rtp ssrc
match interface output
collect ipv6 dscp
collect ipv6 hop-limit
collect transport packets lost counter
collect transport rtp jitter maximum
collect interface input
collect counter bytes long
collect counter packets
collect timestamp sys-uptime first
collect timestamp sys-uptime last
collect application name
collect connection new-connections
collect transport rtp payload-type
collect transport rtp jitter mean sum
!
!
flow monitor type performance-monitor reference-media_ipv6_out
record reference-media_ipv6_out
exporter reference-1
cache entries 4000
cache timeout synchronized 60 export-spread 15
!
!
flow record type performance-monitor reference-url_ipv4
description ezPM record
match routing vrf input
match ipv4 protocol
match application name account-on-resolution
match connection client ipv4 address
match connection server ipv4 address
match connection server transport port
collect ipv4 dscp
collect ipv4 ttl
collect interface input
collect interface output
collect timestamp sys-uptime first
collect timestamp sys-uptime last
collect connection new-connections
collect connection sum-duration
collect application http uri statistics
collect connection delay response to-server sum
collect connection server counter responses
collect connection delay response to-server histogram late
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collect connection delay network to-server sum
collect connection delay network to-client sum
collect connection client counter packets retransmitted
collect connection delay network client-to-server sum
collect connection delay application sum
collect connection delay application max
collect connection delay response client-to-server sum
collect connection transaction duration sum
collect connection transaction counter complete
collect connection server counter bytes long
collect connection server counter packets long
collect connection client counter bytes long
collect connection client counter packets long
collect application http host
!
!
flow monitor type performance-monitor reference-url_ipv4
record reference-url_ipv4
exporter reference-1
cache entries 1000
cache timeout synchronized 60 export-spread 15
!
!
flow record type performance-monitor reference-url_ipv6
description ezPM record
match routing vrf input
match ipv6 protocol
match application name account-on-resolution
match connection client ipv6 address
match connection server transport port
match connection server ipv6 address
collect ipv6 dscp
collect ipv6 hop-limit
collect interface input
collect interface output
collect timestamp sys-uptime first
collect timestamp sys-uptime last
collect connection new-connections
collect connection sum-duration
collect application http uri statistics
collect connection delay response to-server sum
collect connection server counter responses
collect connection delay response to-server histogram late
collect connection delay network to-server sum
collect connection delay network to-client sum
collect connection client counter packets retransmitted
collect connection delay network client-to-server sum
collect connection delay application sum
collect connection delay application max
collect connection delay response client-to-server sum
collect connection transaction duration sum
collect connection transaction counter complete
collect connection server counter bytes long
collect connection server counter packets long
collect connection client counter bytes long
collect connection client counter packets long
collect application http host
!
!
flow monitor type performance-monitor reference-url_ipv6
record reference-url_ipv6
exporter reference-1
cache entries 1000
cache timeout synchronized 60 export-spread 15
!
!Policy-maps
!============
policy-map type performance-monitor reference-in
parameter default account-on-resolution
class reference-app_ts
flow monitor reference-app_ts_in
class reference-art_url_ipv4
flow monitor reference-url_ipv4
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class reference-art_url_ipv6
flow monitor reference-url_ipv6
class reference-art_ipv4
flow monitor reference-art_ipv4
class reference-art_ipv6
flow monitor reference-art_ipv6
class reference-url_ipv4
flow monitor reference-url_ipv4
class reference-url_ipv6
flow monitor reference-url_ipv6
class reference-media_ipv4_in
flow monitor reference-media_ipv4_in
class reference-media_ipv6_in
flow monitor reference-media_ipv6_in
class reference-conv_ts_ipv4
flow monitor reference-conv_ts_ipv4
class reference-conv_ts_ipv6
flow monitor reference-conv_ts_ipv6
!
policy-map type performance-monitor reference-out
parameter default account-on-resolution
class reference-app_ts
flow monitor reference-app_ts_out
class reference-art_url_ipv4
flow monitor reference-url_ipv4
class reference-art_url_ipv6
flow monitor reference-url_ipv6
class reference-art_ipv4
flow monitor reference-art_ipv4
class reference-art_ipv6
flow monitor reference-art_ipv6
class reference-url_ipv4
flow monitor reference-url_ipv4
class reference-url_ipv6
flow monitor reference-url_ipv6
class reference-media_ipv4_out
flow monitor reference-media_ipv4_out
class reference-media_ipv6_out
flow monitor reference-media_ipv6_out
class reference-conv_ts_ipv4
flow monitor reference-conv_ts_ipv4
class reference-conv_ts_ipv6
flow monitor reference-conv_ts_ipv6
!
!Interface Attachments
!======================
interface Ethernet0/0
service-policy type performance-monitor input reference-in
service-policy type performance-monitor output reference-out
!

例：Performance Monitor コンテキストのカンバセーションレベルのト
ラフィックモニタメトリック設定の確認

次に示す show running-configuration performance monitor contextコマンドの例を使用すると、
PerformanceMonitorで設定されているカンバセーションレベルのトラフィックモニタメトリック
が表示されます。

Device# show running-configuration performance monitor context conv

!===============================================================================
! Equivalent Configuration of Context conv !
!===============================================================================
!Exporters
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!==========
!
flow exporter conv-1
description performance monitor context conv exporter
destination 5.4.3.2
source Ethernet0/0
transport udp 4739
export-protocol ipfix
template data timeout 300
option c3pl-class-table timeout 300
option c3pl-policy-table timeout 300
option interface-table timeout 300
option vrf-table timeout 300
option sampler-table timeout 300
option application-table timeout 300
option application-attributes timeout 300
option sub-application-table timeout 300
!
!Access Lists
!=============
ip access-list extended conv-conv_ipv4_tcp
permit tcp any any
!
ipv6 access-list conv-conv_ipv6_tcp
permit tcp any any
!
ip access-list extended conv-conv_ipv4_udp
permit udp any any
!
ipv6 access-list conv-conv_ipv6_udp
permit udp any any
!
!Class-maps
!===========
class-map match-any conv-conv_ts_ipv4
match access-group name conv-conv_ipv4_tcp
match access-group name conv-conv_ipv4_udp
!
class-map match-any conv-conv_ts_ipv6
match access-group name conv-conv_ipv6_tcp
match access-group name conv-conv_ipv6_udp
!
!Samplers
!=========
!Records and Monitors
!=====================
!
flow record type performance-monitor conv-conv_ts_ipv4
description ezPM record
match routing vrf input
match ipv4 protocol
match application name account-on-resolution
match connection client ipv4 address
match connection server ipv4 address
match connection server transport port
collect ipv4 dscp
collect ipv4 ttl
collect interface input
collect interface output
collect timestamp sys-uptime first
collect timestamp sys-uptime last
collect connection new-connections
collect connection sum-duration
collect connection server counter bytes long
collect connection server counter packets long
collect connection client counter bytes long
collect connection client counter packets long
!
!
flow monitor type performance-monitor conv-conv_ts_ipv4
record conv-conv_ts_ipv4
exporter conv-1
cache entries 6250
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cache timeout synchronized 60 export-spread 15
!
!
flow record type performance-monitor conv-conv_ts_ipv6
description ezPM record
match routing vrf input
match ipv6 protocol
match application name account-on-resolution
match connection client ipv6 address
match connection server transport port
match connection server ipv6 address
collect ipv6 dscp
collect ipv6 hop-limit
collect interface input
collect interface output
collect timestamp sys-uptime first
collect timestamp sys-uptime last
collect connection new-connections
collect connection sum-duration
collect connection server counter bytes long
collect connection server counter packets long
collect connection client counter bytes long
collect connection client counter packets long
!
!
flow monitor type performance-monitor conv-conv_ts_ipv6
record conv-conv_ts_ipv6
exporter conv-1
cache entries 6250
cache timeout synchronized 60 export-spread 15
!
!Policy-maps
!============
policy-map type performance-monitor conv-in
parameter default account-on-resolution
class conv-conv_ts_ipv4
flow monitor conv-conv_ts_ipv4
class conv-conv_ts_ipv6
flow monitor conv-conv_ts_ipv6
!
policy-map type performance-monitor conv-out
parameter default account-on-resolution
class conv-conv_ts_ipv4
flow monitor conv-conv_ts_ipv4
class conv-conv_ts_ipv6
flow monitor conv-conv_ts_ipv6
!
!Interface Attachments
!======================
interface Ethernet0/1
service-policy type performance-monitor input conv-in
service-policy type performance-monitor output conv-out

例：Application Statistics プロファイルを使用した Performance Monitor
コンテキストの設定

次の例は、インターフェイス、アプリケーション、クライアント、およびサーバごとの統計情報

をイネーブルにするトラフィックモニタを使用して PerformanceMonitorコンテキストを設定する
方法を示しています。

Device# configure terminal
Device(config)# performance monitor context perf-mon-test profile application-statistics
Device(config-perf-mon)# traffic-monitor application-client-server-stats cache-size 755
cache-type synchronized ipv6
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Device(config-perf-mon)# exit
Device(config)# interface gigabitethernet 0/1
Device(config-if)# performance monitor context perf-mon-test
Device(config-if)# exit

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco Application Visibility and Control User
Guide』（Cisco IOSXERelease 3.11SおよびCisco
IOS Release15.4(1)T向け）

『Cisco Application Visibility and Control User
Guide』（Cisco IOSXERelease 3.12SおよびCisco
IOS Release15.4(2)T向け）

『Cisco Application Visibility and Control User
Guide』（Cisco IOSXERelease 3.13SおよびCisco
IOS Release15.4(3)T向け）

Cisco Application Visibility and Controlユーザガ
イド

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html右の URLにアクセスして、シスコのテクニカ
ルサポートを最大限に活用してください。これ

らのリソースは、ソフトウェアをインストール

して設定したり、シスコの製品やテクノロジー

に関する技術的問題を解決したりするために使

用してください。このWebサイト上のツール
にアクセスする際は、Cisco.comのログイン ID
およびパスワードが必要です。

Easy Performance Monitor の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 3：Easy Performance Monitor の機能情報

機能情報リリース機能名

この章では、Application
Visibility and Control（AVC）を
使用できるように Easy
PerformanceMonitor（ezPM）を
設定する方法について説明しま

す。

この機能が導入されました。

Cisco IOS XE Release 3.10SEasy Performance Monitor

traffic monitorのコマンドが変
更されました。

samplerキーワードが追加され
ました。

Cisco IOS XEリリース 3.12SEasy Performance Monitor Phase
II

Application Statisticsプロファイ
ルのサポートが追加されまし

た。

performance monitorのコマン
ドが変更されました。

application-statisticsキーワード
が追加されました。

Cisco IOS XEリリース 3.13SAdaptive AVC Reporting
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